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現在、我が国ではデフレ経済から成長経済への移行を目指す様々な試みが進めら

れていますが、その動きをより強固なものにするには、長年培ってきた多種多様な

技術革新の芽を大きく育てる仕組み、即ち具体的な戦略つくりが必要であります。 

一般財団法人機械システム振興協会（以下、「協会」という。）では、平成 26 年

度から調査開発事業の中核として「イノベーション戦略策定事業」を、外部組織の

皆様とともに始めました。 

本事業の目的は、機械システムによる新たな社会変革を目指す革新的•先進的技

術を基にした戦略つくり、きっかけつくりであります。このため関連する複数の分

野の関係者が一同に会して議論を行い、現状の問題点や課題を検討・整理し、実現

すべきシステムの姿及びその実現方策・道筋等を策定するものです。 

 「触感の測定・表現法に関する戦略策定」は、上記事業の一環として、触感と 

いうものを定量的に共通の概念で測定し、表現することを目指して、一般社団法人

研究産業・産業技術振興協会に委託して実施し、多様な分野の関係者とともに協会

も参加して議論・検討を行いました。また、協会に「機械システム開発委員会」（委

員長：政策研究大学院大学名誉教授 藤正 巖氏）を設置し、そのご指導・ご助言

を受けました。 

この成果が、機械システムによる新たな社会変革が進展されるきっかけとなれば

幸いです。 

  

  

 

平成 27 年 3 月 

一般財団法人機械システム振興協会 

 

 

 



はじめに 

 

我が国の産業界は、過去その技術進歩によって様々な製品・サービスを生み出して発展し、

豊かな社会を築き上げる原動力となってきました。その結果、豊かな社会の中における人々の

製品・サービスに対する要求の高度化や、技術の進歩によってもたらされた多くの製品・サー

ビスの性能・機能が飽和しつつあるなか、その競争力は、より人間の感覚・感性に左右される

ようになってきました。 

人間が感じる五感のうち、視覚に関しては研究が進み、製品・サービスへも研究結果が取り

込まれてきています。また、触感においても、例えば衣服の着心地、自動車の乗り心地、電気

製品の操作感など多くの製品で開発が進められています。しかし、触感のメカニズムは研究途

上であり、様々な産業分野に共通した定量的評価がまだなく、個別の製品分野での対応や、人

間による官能評価・検査によっているところが多くみられます。官能評価・検査は、個人差や

取り扱う環境によっても評価が異なるため、開発・生産・販売上の課題ともなっています。 

触感を、人間の個人差などに影響を受けない、客観的で、共通の概念によって測定し、表現

する方法の検討によって、将来の計測技術・装置の開発、計測結果の適切な表現手法を実現し、

製品・サービスの高い競争力の維持・強化へとつなげることが重要と考えます。 

そこで、企業、大学や研究機関などの触感の製品・サービスに関する取り組み状況、計測方

法の実情について、文献調査やヒアリング調査を行い、現状を把握し、その結果を基に様々な

業種の有識者によって課題と解決策について検討を行いました。この検討が、製品開発・生産・

販売などでの触感の取り組みの改善の一助になれば幸いです。 

 

本事業の実施にあたり、ご指導、ご協力をいただいた委員の方々、関係各位、さらにはご講

演、ヒアリング調査にご協力いただいた企業の方々、研究開発者の方々に深く感謝の意を表し

ます。 

 

平成 27 年 3 月 

一般社団法人研究産業・産業技術振興協会 
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